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Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
事
業
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
高
校
生
等
が
来
日

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
実
施
す
る

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ｐ
）
」
に
よ
り
来
日
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
高
校
生
等
９
名
が
12
月
２
日
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
阿
部
俊
子
文
科
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
。

表
敬
は
冒
頭
の
み
公
開
さ
れ
、
阿
部
文
科
大
臣
は

「
大
臣
室
に
来
て
下
さ
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
。
我
が
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
と
も
に
あ
り
、

文
部
科
学
省
と
し
て
支
援
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
変
な
中
で
あ
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
形
で
日
本
の
科
学
技
術
に
関
心
を

持
っ
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
我
が
国
の
科
学
技

術
に
触
れ
て
頂
き
、
有
意
義
な
滞
在
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

次
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
高
校
生
を
代
表
し
て
フ
リ

シ
チ
ュ
ク
・
ド
ミ
ト
ロ
さ
ん
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
生

徒
を
代
表
し
て
こ
こ
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
た
の
は
、
私

一
人
で
達
成
で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
友
好
の
証
と
考
え
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
は
、
日
本
は
文
化
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
に
お
い
て

非
常
に
長
き
に
わ
た
っ
て
尊
敬
さ
れ
る
存
在
だ
。
こ

の
度
の
訪
問
で
、

日
本
の
こ
と
を
よ

り
深
く
学
ぶ
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
私
の
夢
が

１
つ
叶
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
だ
。
さ

く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

日
本
の
科
学
技
術
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

文
化
を
研
究
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
今

回
は
、
阿
部
大
臣

に
お
招
き
頂
き
感

謝
申
し
上
げ
る
」

と
述
べ
た
。

阿部文科大臣（前列中央）とウクライナの高校生ら

代表挨拶を述べるドミトロさん（左から２人目）




